
令和6年度 事業所における自己評価総括表

事業所名 フレンズジム南宇都宮店

保護者評価実施期間 2024年9月18日　～　2024年10月5日

保護者評価有効回答数 （対象者数） 54 （回答者数） 38

従業者評価実施期間 2024年10月15日　～　2024年10月31日

従業者評価有効回答数 （対象者数） 11 （回答者数） 11

事業所向け自己評価表

作成日
2024年11月30日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行って

いる取組等
さらに充実を図るための取組等

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている

課題の要因等

改善に向けて必要な取組や工夫が

必要な点等

・家族支援が十分ではない。 お子さんに対しての支援は共有

できているが、対応方法や保護

者の悩み事などを聞く機会が少

ない。

必要に応じて面談の回数を増や

したり、保護者会を開催するな

ど、保護者が話しやすい場を設

けていく。

・事業所のプログラムが充実している ミーティングを定期的に行い、

プログラムが固定化しないよう

に意見を出し合っている。

・補助研修を行い、提供出来る

運動を増やしていく。

・外部ツールからもアイディア

を取り入れていく。

・活動スペースが狭い 利用者の年齢が上がってきてい

ることもあり、それに対するス

ペースが十分確保できていな

い。

活動スペースの分け方や、使い

方等を工夫しながら安全に配慮

して活動を提供していく。

・保護者と連携を図り、支援方針や課題について

の共有が出来ている。

面談を行うだけでなく、必要に

応じて送迎時、電話、lineなど

を用いて情報共有や、相談を

行っている。

保護者会やイベントなどを企画

し、保護者同士、様々なスタッ

フとの交流の場を増やしてい

く。
・スタッフとの関りだけでな

く、子ども同士の関りにも留意

し、支援していく。

・不安がある際には個別で対応

し、安心して通える場所を提供

していく。

普段から保護者やお子さんとコ

ミュニケーションを多くとり、

信頼関係を築けるよう努力して

いる。

・学校以外で安心して様々なことへ取り組める場

所である。

公表



・事業所での取り組みについて把握していない保

護者が多数いる。

・SNS発信などの周知が弱い。

・なかなか時間が取れず、直接

お話しする機会が少ない保護者

がいる。

・連絡帳や送迎時の活動報告の

徹底。

・SNSの更新頻度をあげ、周知

していく。

・お知らせのみでなく、lineな

どで写真を用いて、分かりやす

く活動を伝えていく。

・保護者のフレンズジムへの興

味関心を上げられるように検討

していく。


